
                    

 

九都県市首脳会議「河川等における治水対策・減災対策の推進

について」に係る要望活動の実施について 

 

令和２年５月１９日(火)に書面で開催された第７７回九都県市首脳会議に

おける合意に基づき、千葉県が、九都県市(埼玉県、千葉県、東京都、神奈川

県、横浜市、川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市)を代表して、河川等に

おける治水対策・減災対策の推進について、国に対して要望活動を実施しま

すので、お知らせします。 

 

１ 実 施 日  令和２年８月３日（月） 

２ 要 望 先  国土交通省 

※新型コロナウイルス感染症対策のため、郵送により実施 

３ 要望内容  別添要望書のとおり 

 

  ※ 要望活動等については、千葉県にお問い合わせください。 

  【九都県市首脳会議について】 

   千葉県総合企画部政策企画課 

   電話：０４３－２２３－２２０７ 

 【要望内容について】 

 （項目１前段に関すること） 

千葉県県土整備部河川整備課 

電話：０４３－２２３－３１６５ 

  （項目１後段及び項目２に関すること） 

千葉県県土整備部河川環境課 

電話：０４３－２２３－３１５４ 

  （項目３に関すること） 

千葉県県土整備部都市整備局下水道課 

電話：０４３－２２３－３３５７ 

 

令和２年８月３日 

相模原市発表資料 

問合せ先 広域行政課 

電話：０４２－７６９－８２４８ 



 

河川等における治水対策・減災対策の推進について 

 

昨年発生した令和元年房総半島台風（１５号）・令和元年東日本 

台風（１９号）及び１０月２５日の大雨をはじめ、近年、甚大な被害

を引き起こす台風や集中豪雨などが頻繁に発生し、各地で大きな 

水害が発生している。 

今後も気候変動等の影響による豪雨の頻発化・激甚化が    

懸念されることから、治水機能の向上を図るハード対策と施設では

防ぎきれない洪水等から人命を守るためのソフト対策に一体的に 

取り組み、流域における治水対策・減災対策をより一層推進すること

が重要である。 

このような状況を踏まえ、九都県市の取組がしっかり進むよう、 

国が責任を持って行うべき事項について、以下のとおり要望する。 

 

１ 河川の越水等による浸水被害を防止するための抜本的な   

治水対策に必要な予算措置を講ずること。 

併せて、適正な河川機能を確保するための樹木伐採や堆積土砂

撤去に必要な予算措置を講ずること。 
 

２ 中小河川は、降雨から流出までの時間が短く、局所的な豪雨によ

り急激な水位上昇が生じやすい。こうした特性を踏まえ、避難体制

を確保する目安となる河川水位の設定について技術的支援を行う

とともに、監視体制を強化するための水位計や監視カメラの設置

及び更新に係る予算措置の拡充を講ずること。 

  また、浸水想定区域図の作成において、対象を拡大し、具体的な

手法について早期に国の方針を示すとともに、必要な予算措置を

講ずること。 
 

３ 局所的な豪雨の増加に伴い、市街地における浸水被害の軽減を

図る必要があることから、内水氾濫対策の促進に係る技術的な 

支援及び必要な予算措置を講ずること。 



令和２年８月３日 
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